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一
九
〇
八（
明
治
四
十
一
）年
に
青
森
と
北
海
道
函
館

を
結
ぶ
鉄
道
連
絡
船
と
し
て
就
航
し
た
の
が
青
函
連
絡

船
で
あ
る
。一
九
八
八（
昭
和
六
十
三
）年
の
終
航
ま
で
の

八
〇
年
間
に
約
一
億
六
千
万
人
の
乗
客
と
二
億
五
千
万

㌧
の
貨
物
が
こ
の
連
絡
船
で
津
軽
海
峡
を
渡
っ
た
。歴
代

五
五
隻
中
二
三
年
七
カ
月
と
い
う
最
長
の
運
航
期
間
を

誇
る
八
甲
田
丸
が
ほ
ぼ
当
時
の
姿
の
ま
ま
青
森
港
の
第
二

岸
壁
に
係
留
保
存
、全
長
一
三
二
㍍
、総
ト
ン
数
約
五
、

四
〇
〇
㌧
の
雄
姿
が
海
に
浮
か
ぶ
博
物
館
、メ
モ
リ
ア
ル

シ
ッ
プ
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
の
機
関
長
と
な
っ
た
葛
西
鎌
司
氏
が
船
内
を
案
内

し
て
く
れ
た
。「
こ
の
船
は
四
階
建
て
の
建
造
物
。一
番
上

の
四
階
は
操
舵
室
な
ど
が
あ
る
航
海
甲
板
、三
階
・
二
階

が
船
室
や
船
長
室
、そ
し
て
一
階
が
貨
物
列
車
を
格
納
す

る
車
両
甲
板
、私
の
職
場
は
総
括
制
御
室
や
発
電
機
室
、

エ
ン
ジ
ン
が
配
置
さ
れ
た
地
下
一
階
の
第
二
甲
板
で
し
た
。

と
に
か
く
機
械
音
が
大
き
い
。耳
栓
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し

た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。青
函
連
絡
船
の
最
大
の
特
徴

は
貨
物
車
両
を
搭
載
す
る
車
両
甲
板
。そ
の
胎
内
に
鉄
道

車
両
を
抱
き
、海
を
渡
る
船
は
世
界
的
に
も
稀
有
な
存
在

だ
っ
た
。表
紙
写
真
に
あ
る
現
在
機
械
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
る
可
動
橋
か
ら
最
大
で
四
八
両
の
車
両
を
船
内
に
引

き
入
れ
た
。「
停
泊
時
間
は
五
五
分
。青
森
港
、函
館
港
に

約
五
〇
名
の
作
業
員
が
待
機
し
て
神
業
に
近
い
連
携
で
車

両
の
搬
出
入
を
し
て
い
ま
し
た
」と
葛
西
氏
は
思
い
返
す
。

　
八
甲
田
丸
は
技
術
的
に
も
世
界
屈
指
の
船
舶
だ
っ
た
。

そ
の
建
造
技
術
は
後
の
造
船
の
手
本
と
な
っ
て
い
る
。そ
の

背
景
に
は
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
に
発
生
し
た
青

函
連
絡
船
の
沈
没
事
故
が
あ
る
。洞
爺
丸
を
は
じ
め
五
隻

の
船
が
台
風
に
よ
り
函
館
防
波
堤
外
で
沈
没
。一
、四
三
〇

名
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。「
こ
の
惨
事
を
教
訓
に
絶
対
に
沈

ま
な
い
船
を
造
る
、万
が
一
沈
ん
だ
と
し
て
も
決
し
て
人

命
が
失
わ
れ
な
い
船
を
建
造
す
る
と
い
う
覚
悟
の
も
と
、

日
本
の
造
船
業
界
が
総
力
を
あ
げ
て
造
り
出
し
た
船
が

こ
の
八
甲
田
丸
。海
峡
を
往
復
す
る
連
絡
船
で
は
あ
り
ま

す
が
、こ
の
船
は
当
時
と
し
て
世
界
に
誇
る
最
先
端
の
技

術
の
賜
物
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
」。青
函
連
絡
船
の

前
に
は
最
新
鋭
の
貨
物
船
で
世
界
の
海
を
巡
っ
て
い
た
葛

西
氏
は
そ
う
語
る
。老
巧
な
元
船
乗
り
は
津
軽
海
峡
と
連

絡
船
、付
随
す
る
港
湾
施
設
は
世
界
遺
産
に
相
応
し
い
と

言
っ
て
胸
を
張
っ
た
。

20年近く青函連絡船と人生をともにした葛西氏は八甲田丸終航の
翌日、当直として最後の乗船を務めた際に部下の乗組員たちと配電
盤の扉の裏に全員で署名した。「同じ釜の飯を食った仲間たちが私
の財産。いろんな人間がいた。事故もなく全うできたのは優秀な部
下のおかげです」と言って微笑んだ
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